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２．１７ 配管設備 

 

２．１７（１） 配管設備（共通事項） 

   

§１ 配管設備の区分 

本工事に使用する配管の使用目的の区分は工事請負共通仕様書（下水道施設 機

械・電気設備工事編）第２章 機械設備工事 第１節 配管材料一般事項及び設計

図書による。 

 

§２ 材料の規格 

配管材料の規格は、工事請負共通仕様書（下水道施設 機械・電気設備工事編）

第２章 機械設備工事 第１節 配管材料一般事項及び設計図書による。 

 

§３ 弁類 

本工事に使用する弁類については、工事請負共通仕様書（下水道施設 機械・電

気設備工事編）第２章 機械設備工事 第１節 配管材料一般事項及び設計図書に

よる。 

 

 

§４ 配管支持及び基礎 

Ａ 配管支持及び基礎は工事請負共通仕様書（下水道施設 機械・電気設備工事編）

第２章 機械設備工事 第２節 配管工事一般事項及び設計図書によるものを原

則とし、具体的には現場状況に合わせ施工承諾を受けるものとする。 

 

Ｂ  サポート・アンカーの選択 

（A）サポートの選択は2.17（6）§３「標準サポートと垂直荷重」の選定図表による。 

（B）標準サポート以外の小荷重・小口径等の配管サポート及びアンカーの選択 

については施工承諾による。 

（C）次に示す例の場合、接着系穿孔アンカーの使用はさまたげない。 

（原則として、４００mm以上の耐震、引張りのかからない配管及び３５０mm以

下の配管） 

 

a 水平直線部の配管中Ｌ形又は門形のサポートにおいて、水平力（離脱力等） 

 が両端で受け止められている場合、その中間のサポートのアンカー、ただし 

サポート４本に一ヶ所耐振サポートは鉄筋溶接とする。なお、接着系穿孔アン 
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カーでシンダーコンクリートの床の場合は、それを貫通し、コンクリートに 

所定穿孔長をとるものとする。（図－１参照） 

   b 曲り管及び異形管でその離脱力を圧縮垂直荷重で受ける。サポートのアンカ 

ー。（図－２参照） 

   c 小荷重のサポートのアンカー。 

d 水槽の壁、薄いスラブなどではつり出しによる弊害が出る恐れのある箇所で、 

アンカー強度が充分予裕のあると認められ施工承諾を受けた場合。 

   e サポートの設計でアンカー部に作用する力がいちじるしく軽減される構造と

したもので施工承諾を受けた場合。 

   f 床面と近接した配管で水平力による転倒モーメントが軽徴な高さの低い（約

５００mm以下）サポートのアンカー。 

                 図－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シンダーコンクリート 
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２．１７（２）一般配管 

(1) 配管設備据付フローチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

監督職員立会 

施 工 図 作 成 

基  準  線  の  設  定 

( 墨 出 し ) 

基 礎 の 築 造 

土木、建築の基準点(ベンチマーク)より

室内の適切な位置に基準線を墨出しする 

 

 

 

基準線の墨出し 

注 1
 

 

据付位置と建屋の 

柱・壁の位置を十 

分調査すること。 

 

平面的中心線の 

墨 出 し 
基準線より据付中心線を誘導し、墨出し

する。 

 

 

 

注 2 

複数台の場合は、 

機器相互の関係を 

十分考慮して墨出

しすること。 

高さの墨出し 副基準線より据付高さを墨出しする。 

 

 

 監督職員確認 

は つ り 

アンカーボルト取付 

続 く 
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サポート据付 

芯 

アンカーボルト固定 

アンカーボルト仮締。 

 アンカーボルト増締 

監督職員立会 

管 材 確 認 

管 の 設 置 

付 属 品 取 付 

サポートの根巻 

築  造 

各 種 試 験 

続 き 

ライナーでレベル、水平度、倒れを調整。 

通り芯を確認。 

 管材の員数、口径、材質確認。 

 弁類、伸縮管の口径、面間、確認、フランジ仕様確認。 

 取付手順の確認。 

 弁類等の流れ方向矢印等の確認と配置。 

 仮組、仮付けをする。 

 サポート上に管を設置する。 

 通り芯レベル調整とＵボルト又はＵバンドで仮固定する。 

 弁類の取付、伸縮管の面間調整をする。 

 本組立、本溶接、ボルト類増締め。 

Ｕボルト又はＵバンドを本固定する。 

 型枠組立。 

 モルタル充填。 

 型枠解体。 

 化粧モルタル仕上げ。 

 水圧試験 

 空気圧試験 

 通水(気)試験 

続 く 
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試 運 転 (通水) 監督職員立会 

清  掃 

続 き 

 残骸の処分 

 管清掃 

 床清掃 

被    覆  屋内・屋外 

塗     装  塗膜測定及びその記録 
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２．１７（３） 管材別施工要領 

 

§１ダクタイル鋳鉄管配管（ＤＣＩＰ） 

ア 継手の施工要領 

    Ａ 継手の種類 

     ダクタイル鋳鉄管の接合形式は多岐にわたっているが、いずれも（フランジ形、

ＫＦ形、及びＵＦ形は除く）伸縮及び可とう性（１～５゜程度曲げ角度が許容され

る）に優れ、管体に無理な応力を与えることなく地盤の変動によく順応できる。 

    その選定にあたっては、各種継手の特徴及び用途を熟知し、使用条件に最も適し

たものを選ぶことが大切である。 

 

● Ｋ形、Ｕ形、Ｔ形、フランジ形 

（ＪＩＳ Ｇ ５５２６ ＪＩＳ Ｇ ５５２７ ＪＩＳ Ｇ ５５２８ 等規格品） 

 ＪＩＳで定められている接合形式について、適用呼び径、管種、特徴及び設計・

施工の留意点等を、以下に示す。 

 

接合形式 呼び径(mm) 管種 特   徴 設計・施工の参考 

Ｋ形 75～2,600 D1～D5  ゴム輪は、角ゴムと丸ゴ

ムを一体化したもので、丸

ゴム部を強く圧縮させる

ので、圧縮量が大きく、継

手の水密性を高めたメカ

ニカルタイプで、伸縮性及

び可とう性がある。 

・一般用 

・許容曲げ角度を考慮すること。 

・温度変化吸収のための伸縮継手は不要。 

・抜出し力の働く箇所には、適切な防護が

必要。 

 

 

 

 

 

 

Ｕ形 700～2,600 D1～D5 管の内面から接合を行

うメカニカルタイプで、継

手の水密性はＫ形と同じ

である。 

伸縮性及び可とう性が

ある。 

・ずい道内、シールド内及び掘削幅が狭い

所に適する 

・許容曲げ角度を考慮すること。 

・シールド内配管の場合、その内径は、管

呼び径 +600mm 以上が必要。 

・温度変化吸収のための伸縮継手は不要。 

・抜出し力の働く箇所には、適切な防護が

必要。 

 

 

 

 

 

 

 



第 2章 2-17-1-7 

 

 

 

接合形式 呼び径(mm) 管種 特   徴 設計・施工の参考 

Ｔ形 75～2,000 D1～D5 受口の内面にゴム輪を

装着し、テーパー状の挿し

口を挿入するのみで、接合

できるプッシュインタイ

プである。 

作業が迅速であり、継手

の水密性が高く、かつ伸縮

性及び可とう性がある。 

・一般用（直線部の多い管路に適する） 

・許容曲げ角度を考慮すること。 

・呼び径 300mm 以上の異形管については、Ｋ形

異形管を用いる。 

・切管をした場合、挿し口端に所定の面取りが

必要。 

・温度変化吸収のための伸縮継手は不要。 

・抜出し力の働く箇所には、適切な防護が必要。 

・Ｔ形管の受口にＫ形及びＵ形の直管を接合す

る場合は、Ｔ形の挿し口部許容差を満足して

いるものを用い挿し口部端面を規格に示すテ

ーパー状に加工する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔異形管部の配管例〕φ３００以上の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フランジ形 

 

75～2,600 

 

DF 

両方のフランジの合わ

せ面に、ガスケットをはさ

んでボルトで締め付ける。 

剛性の大きい継手であ

るから、たわみや伸縮性は

ない。 

 

7.5Ｋ ＲＦ形－ＲＦ形の組合せ 

 

呼び径  75～250ｍｍ 

呼び径 300～600ｍｍ 

呼び径 700～2,000ｍｍ 
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ＫＦ形、ＵＦ形、ＮＳ形、ＳⅡ形、Ｓ形、ＵＳ形、フランジ形 

 ＪＩＳ Ｇ ５５２６，５５２７で定められているその他の接合形式について、適

用呼び径、管種、特徴、設計・施工の留意点等を、以下に示す。 

 

接合形式 呼び径(mm) 管種 特   徴 設計・施工の参考 

ＫＦ形 300～900 DPF 離脱防止機構を持つメ

カニカルタイプで、Ｋ形ま

たはＵ形の受口部及び挿

し口部にロックリングの

かかり合う溝を設けたも

のである。 

継手の水密機構は、Ｋ形

またはＵ形と同じである。 

・離脱防止用（曲管部、Ｔ次管部、片落管部、

伏せ越し部等） 

・アンカーブロックを省略あるいは軽減できる。 

・継手を陸継ぎし、掘削溝内に布設する方法が

とれる。 

・現地で切管した場合、挿し口溝加工が必要。 

・使用本数は、使用条件に合わせて設計される。 

 

 

 

ＵＦ形 700～2,600 DPF 

 

 

ＮＳ形 75～250 D1～D3 大きな伸縮性及び可と

う性を持つプッシュイン

イプで、最終的には受口と

挿し口がかかり合って離

脱防止の役目をする。 

継手の水密機構は、Ｔ形

と同じである。 

 

 

・対地盤変動用（耐震用、軟弱地盤用等） 

・許容曲げ角度を考慮すること。 

・ＮＳ形を現地で切管する場合は、挿し口部に

溝加工を行い、切管用挿し口リングを用いて

突部を形成する。 

・ ＮＳ形管の現地切管は、原則として行わな

い。 
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接合形式 呼び径(mm) 管種 特   徴 設計・施工の参考 

ＳⅡ形 75～450 D1～D3 大きな伸縮性及び可と

う性を持つメカニカルタ

イプで、最終的には受口と

挿し口がかかり合って離

脱防止の役目をする。 

継手の水密機構は、Ｋ形

と同じである。 

 

・対地盤変動用（耐震用、軟弱地盤用等） 

・許容曲げ角度を考慮すること。 

・ＳⅡ形を現地で切管する場合は、挿し口部に

溝加工を行い、切管用挿し口リングを用いて

突部を形成する。 

・Ｓ形管の現地切管は、原則として行わない。 

 

 

 

 

 

 

Ｓ形 500～2,600 D1～D3 

 

 

 

 

 

ＵＳ形 700～2,600 D1～D4 ロックリングと挿し口

突部の間に隙間があるた

め、その間で受口・挿し口

の入り込み、抜け出しが可

能である。従って屈曲も可

能である。 

ロックリングと挿し口

突部の掛け合わせにより、

受口・挿し口の離脱を防止

する。 

継手の水密機構は、Ｕ形

と同じである。 

・対地盤変動用（耐震用、軟弱地盤用等） 

・常用圧力 特に制限なし 

・継手伸縮量 直管は、管長の ±0.5% 

・抜出し力の働く箇所には適切な防護が必要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


